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 The 50th Anniversary

初代理事長　公江喜市郎 氏
（昭和39～55年）

設立総会（昭和39年）

Ⅰ　設立の経緯

　兵庫県の私学は、昭和37年以降の高校生徒急増期と昭和40年以降の高校生徒急減期を迎えるにあたり、
施設設備の拡充と経営の安定化を図って、私立学校教育の使命達成のため、私学振興の恒久的対策として、
私学振興基金制度設立の機運が高まった。
　昭和38年に私学側は、兵庫県の指導と援助により設立準備委員会を設け、設立準備を進める一方、兵庫
県においても昭和38年度に独自の立場で本制度の可否や効果について検討した結果、兵庫県私学は私学振
興基金制度を速やかに設立し、兵庫県は積極的に出資育成の措置を図るべきであるとの結論を得て、社団法
人 兵庫県私学振興協会が設立されることとなった。

Ⅱ　設立の趣旨

　兵庫県の私学は、それぞれの建学精神のもと、輝かしい歴史と伝統の基盤に立って、よくその使命の達成
に努め、兵庫県下の教育向上と発展に寄与してきた。
　しかしながら、今後の私学経営に思いをいたすとき、幾多の困難な課題が山積しており、その解決には国
や地方公共団体の抜本的な振興施策が打ち出され、国家100年の教育大計が企画されなくてはならない。
　かかるときに、兵庫県においては私学振興の将来をおもんばかり、その基本的な施策として協会を設立
し、県下の各私立学校が相より、相扶けて出資金を集め、兵庫県及び県下各市町、各企業などの協力のもと
に、兵庫県の私立学校将来の発展の基盤を作ろうとするものである。

Ⅲ　目的

　私立学校の経営に関し必要な資金の貸付、私立学校教育の助成、その他私立学校教育に対する援助を行
い、もって私立学校教育の振興を図る。
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昭和39年/1964年
■4月14日

設立総会開催
社団法人兵庫県私学振興協会の設立承認
定款、業務方法書などを制定
役員選任、県下50の小・中・高等学校を設置する
学校法人が正会員として加盟

■5月22日
兵庫県教育委員会から、民法第34条に規定する公
益法人として社団法人兵庫県私学振興協会の設立
の許可を受ける
㈻武庫川学院理事長公江喜市郎氏を理事長に選
任、同日理事長に就任

■6月5日
神戸地方法務局へ設立登記

■8月1日
事務局を兵庫県庁内に設置し業務を開始

昭和43年/1968年
■3月2日

事務局を「神戸市生田区北長狭通4丁目1の34　　
兵庫県私学会館内」に移転

昭和49年/1974年
■6月11日

創立10周年記念式典を挙行

昭和50年/1975年
■4月14日

私立高等学校入学資金貸付事業を兵庫県から受託

昭和55年/1980年
■12月1日

神戸市の行政区画の変更及び住居表示実施に伴い
事務局の住所が「神戸市中央区北長狭通4丁目3番
13号」となる

昭和56年/1981年
■10月14日

㈻玉田学園理事長旭一美氏を理事長に選任、　　
同日理事長に就任

昭和59年/1984年
■6月26日

創立20周年記念式典を挙行

昭和61年/1986年
■5月31日

㈻武庫川学院理事長日下晃氏を理事長に選任、　
同日理事長に就任

平成6年/1994年
■6月27日

創立30周年記念式典を挙行

平成13年/2001年
■10月31日

㈻夙川学院理事長増谷勳氏を理事長に選任、　　
同日理事長に就任

平成14年/2002年
■5月31日

㈻三木学園理事長三木一正氏を理事長に選任、　
同日理事長に就任

平成15年/2003年
■4月1日

私立高等学校修学支援事業を兵庫県から受託

平成16年/2004年
■6月24日

創立40周年記念式典を挙行

平成21年/2009年
■4月1日

貸付事業で「耐震化整備資金」を新設

平成24年/2012年
■4月1日

私立小・中・高等学校教職員に対する研修事業等
への助成事業を新設

平成25年/2013年
■4月1日

公益法人への移行に伴い、「公益社団法人兵庫県
私学振興協会」に名称変更、同日登記

平成26年/2014年
■6月17日

㈻神戸村野工業高等学校理事長 
村野利昭氏を理事長に選任、
同日理事長に就任

Ⅳ　沿革
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理 事 長 公 江 喜 市 郎 　  　 　 　 旭 　 一 美

理 事
（ 正 会 員 ）

和 田 　 薫 村 野 利 美

福 島 守 雄 石 井 義 仁 小 河 清 磨

辰 馬 修 一 嘉 納 正 治

正 井 辰 夫 矢 内 正 一

武 宮 隼 人 永 松 忠 雄

飛 田 昌 久 野 木 　 勇

恩 賀 一 男 安 井 彰 生

瀧 川 清 一 瀧 川 慶 作

波 岡 三 郎 旭 　 一 美

日 下 　 晃

理 事
（ 特 別 会 員 ）

坂 井 時 忠 一 谷 定 之 焏  　   　 　 　 　 　 　 　 楢 崎 四 郎 山 口 広 司 小 笠 原 暁 一 谷 定 之 焏 貝 原 俊 民

一 谷 定 之 焏 森 脇 　 隆 貝 原 俊 民 横 田 光 雄

中 村 宏 策 皆 川 迪 夫 横 山 敏 郎

白 井 康 夫 　  　 　 小 笠 原 暁 森 脇 　 隆

宮 崎 辰 夫 狩 野 　 学 井 尻 昌 一 佐 野 雄 一 郎

石 見 元 秀 吉 田 豊 信

辰 馬 龍 雄 奥 　 五 一 八 木 米 次

理 事
（学 識 経 験 者）

　    　 榎 並 正 一

砂 野 　 仁 石 野 信 一

足 立 泰 造 佐 谷 　 弘 泰 　 志 郎

監 事

吉 田 豊 信 湊 　 　 清 細 井 三 郎 増 田 　 栄 佐 谷 　 弘 三 木 眞 一

旭 　 一 美 多 津 猷 保

横 内 敦 熈 多 木 一 夫 高 谷 進 二 小 倉 廣 美 秋 野 莞 爾 田 村 鉄 弥 黒 田 孝 作 池 上 松 次

Ⅴ　歴代理事長・理事・監事

年 号
役 職
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（注）年の途中異動は勤務年数の長い者を記載
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理 事 長 旭 　 一 美 日 下 　 晃
増
谷

勲

理 事
（ 正 会 員 ）

竹 馬 準 之 助 鬼 塚 喜 八 郎

小 河 清 磨 武 田 　 建

嘉 納 正 治 長 谷 川 敏 嘉 納 毅 人

久 山 　 康 門 田 五 郎 小 林 発 巳

多 津 猷 保 摺 河 昭 彦 佐 治 敬 三 鳥 居 信 一 郎

野 木 　 勇 増 谷 　 勲

安 井 彰 生 後 藤 貞 夫 能 見 正 男 今 井 鎮 雄

瀧 川 慶 作 白 井 康 夫 友 枝 重 俊

日 下 　 晃 柳 　 八 郎 三 木 一 正

理 事
（ 特 別 会 員 ）

貝 原 俊 民 三 木 眞 一 板 野 英 彦 今 井 和 幸 井 戸 敏 三 藤 本 和 弘

横 田 光 雄 清 水 良 次 板 野 英 彦 芦 田 弘 逸 小 滝 敏 之 森 元 恒 彦 梶 田 信 一 郎 木 村 　 功 五 百 蔵 俊 彦 金 澤 和 夫 下 野 昌 宏 塚 本 隆 文

井 野 辰 男 清 水 良 次 芦 田 弘 逸 栗 原 高 志 宮 崎 秀 紀 武 田 政 義

佐 野 雄 一 郎 宮 岡 寿 雄 緒 方 　 学 前 野 保 夫

戸 谷 松 司 堀 川 和 洋

八 木 米 次 馬 場 順 三 山 田 　 知

理 事
（学 識 経 験 者）

榎 並 正 一

石 野 信 一 牧 　 冬 彦 大 庭 　 浩

泰 　 志 郎 山 田 昇 一 石 原 拓 二 三 木 徹 也 宮 道 　 博

監 事

三 木 眞 一 宗 野 重 徳 吉 田 　 久 十 倉 嘉 之 芦 田 弘 逸 藤 本 和 弘 辻 　 　 寛 齋 藤 富 雄

柳 　 八 郎 三 木 一 正 村 野 利 昭

塚 本 哲 司 金 谷 　 茂 望 月 重 雄 湯 沢 　 功 戸 村 寿 太 郎 石 山 　 真 米 田 　 惠 内 山 　 稔

年 号
役 職
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6月20日 6月17日

理 事 長 三 木 一 正 三 木 一 正 村 野 利 昭

理 事
（ 正 会 員 ）

鬼 塚 喜 八 郎 　 　 　 　 　 　 　   　 村 野 利 昭 村 野 利 昭 角 南 忠 昭

大 河 原 量 大 河 原 量

嘉 納 毅 人 　 　 　 一 谷 宣 宏 一 谷 宣 宏

瀧 川 好 庸 　 　 　 武 井 宏 之 瀧 川 泰 久

鳥井信 一 郎 鳥井信 吾 　 　 　 森 田 和 子 森 田 和 子

増 谷 　 勲 西 門 義 博 旭 　 次 郎

今 井 鎮 雄 　 　 　 尾 崎 八 郎 芦 尾 長 司

友 枝 重 俊 川 崎 紘 平 　     　 川 崎 紘 平

村 野 利 昭

理 事
（ 特 別 会 員 ）

藤 本 和 弘 五 百 蔵 俊 彦 　 　 　 吉 本 知 之

塚 本 隆 文 長 棟 健 二 大 原 義 弘 榎 本 輝 彦 大 内 　 誠 太 田 和 成 片 山 安 孝 片 山 安 孝

武 田 政 義 吉 本 知 之 　 　 　 　 　 　  　 　 大 西 　 孝

梶 本 日 出 夫 　 　 　 中 村 三 郎 井 川 　 博 清 水 雅 範

堀 川 和 洋 石 見 利 勝

山 田 　 知 　 　 　 河 野 昌 弘

理 事
（学 識 経 験 者）

大 庭 　 浩 太 田 敏 郎 水 越 浩 士 大 橋 忠 晴 津 田 佳 久 安 田 義 秀

宮 道 　 博 中 西 　 均 村 田 泰 男

監 事

五 百 蔵 俊 彦 武 田 政 義 藤 原 正 治 西 村 良 二 塚 本 隆 文 青 山 善 敬 山 本 亮 三 山 本 千 惠

村 野 利 昭 溝 口 史 郎 櫻 井 繁 樹

内 山 　 稔

年 号
役 職
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5○ The 50th Anniversary
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6月20日 6月17日

理 事 長 三 木 一 正 三 木 一 正 村 野 利 昭

理 事
（ 正 会 員 ）

鬼 塚 喜 八 郎 　 　 　 　 　 　 　   　 村 野 利 昭 村 野 利 昭 角 南 忠 昭

大 河 原 量 大 河 原 量

嘉 納 毅 人 　 　 　 一 谷 宣 宏 一 谷 宣 宏

瀧 川 好 庸 　 　 　 武 井 宏 之 瀧 川 泰 久

鳥 居 信 一 郎 鳥 居 信 吾 　 　 　 森 田 和 子 森 田 和 子

増 谷 　 勲 西 門 義 博 旭 　 次 郎

今 井 鎮 雄 　 　 　 尾 崎 八 郎 芦 尾 長 司

友 枝 重 俊 川 崎 紘 平 　     　 川 崎 紘 平

村 野 利 昭

理 事
（ 特 別 会 員 ）

藤 本 和 弘 五 百 蔵 俊 彦 　 　 　 吉 本 知 之

塚 本 隆 文 長 棟 健 二 大 原 義 弘 榎 本 輝 彦 大 内 　 誠 太 田 和 成 片 山 安 孝 片 山 安 孝

武 田 政 義 吉 本 知 之 　 　 　 　 　 　  　 　 大 西 　 孝

梶 本 日 出 夫 　 　 　 中 村 三 郎 井 川 　 博 清 水 雅 範

堀 川 和 洋 石 見 利 勝

山 田 　 知 　 　 　 河 野 昌 弘

理 事
（学 識 経 験 者）

大 庭 　 浩 太 田 敏 郎 水 越 浩 士 大 橋 忠 晴 津 田 佳 久 安 田 義 秀

宮 道 　 博 中 西 　 均 村 田 泰 男

監 事

五 百 蔵 俊 彦 武 田 政 義 藤 原 正 治 西 村 良 二 塚 本 隆 文 青 山 善 敬 山 本 亮 三 山 本 千 惠

村 野 利 昭 溝 口 史 郎 櫻 井 繁 樹

内 山 　 稔
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1

2
3

4

5
6
7
8
9

10

11
12

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

月

兵庫県の私学 教育と社会の動き

（社）兵庫県私学振興協会　設立総会開催

　　　　　　　　　　　　（相楽園会館）

武庫川高校　全国高校総体・体操競技団体優勝

松蔭高校　全国高校総体・飛込み団体優勝

第1回中高私学生活指導研究会開催（私学会館）

第66回関西幼稚園教育研究全国大会開催（神戸国際会館）

私立学校教職員共済組合有馬宿泊所開設

1日
3日
23日
1日
17日

28日

23日
4日
21日

1日
10日
3日
9日

14日

9日
25日

10日
22日
1日

文部省　道徳の指導資料（小・中学校用）の内容を公表

教科書無償措置法施行令公布

文部省　改定幼稚園教育要領を告示

海外旅行自由化

文部省　私立大学審議会の答申に基づき学校法人
設立等認可基準を改正

日本ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）に正式加盟

全国中学校一斉学力調査実施

能力開発研究所　進学適性能力テスト（能研テスト）を実施

文部省　教育白書「わが国の高等学校教育・戦後に
おける高等学校教育の歩み」を刊行

東海道新幹線開業

東京オリンピック開催　～10月24日

文部省　教育白書「わが国の教育水準」を刊行

佐藤栄作内閣成立

39
年

昭和

0

30,000

40,000
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70,000

私立高等学校の生徒数
（人）

（年度）

平成平成

40 45 50 55 60 1 5 10 15 20 25

昭和

昭和40年度
59,317人

昭和46年度
47,386人

平成元年度
60,424人

平成15年度
40,073人

平成20年度
36,791人

平成25年度
36,243人

Ⅵ　設立当時の教育と社会の動き
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